
各府省庁における自転車活用推進の取組状況
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自転車事故の実態と備えに関するチラシ（日本損害保険協会作成）
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Sport in Life推進プロジェクト

〇 「Sport in Life」（スポーツが生涯を通じて生活の一部となることで人生や社会が豊かになるというもの）の理念に賛同する民間企業、
地方自治体、スポーツ団体、 経済団体等で構成するコンソーシアムを設置 （加盟団体 3,352）（2024年1月末時点）

〇 加盟団体の取組を表彰する「Sport in Lifeアワード」を創設

〇 スポーツ参加人口拡大に向けた取組モデル創出事業を実施
〇 従業員に対しスポーツを通じた健康増進の取組を行っている企業を、「スポーツエールカンパニー2024」として認定（1,246企業）

〇 スポーツ実施率の向上に向けた総合研究事業を実施

◆Sport in Life コンソーシアムの設置

個で活動するスポーツに携わる
企業・団体を取り巻く環境

取組みをアピール
する機会がない
取組みをアピール
する機会がない

取組みの広げ方が
わからない、労力
がかかる

取組みの広げ方が
わからない、労力
がかかる

Sport in Life
コンソーシアム

URL

（コンソーシアムへの加盟）

コンソーシアム加盟を
募集してます！
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団体名 所在地 取組タイトル
守山市 滋賀県守山市 LAKE BIWA TRIATHLON IN MORIYAMA

第３回 Sport in Lifeアワード 受賞団体 概要

○ 2015年地方創生の柱に｢自転車を軸としたまちづくり｣の実現を掲げて以降、日本一の湖“琵琶湖”を自転車で一周する｢ビワイチ｣を軸に観光振興を進める
なか、2019年国土交通省から第一次ナショナルサイクルルートに｢ビワイチ｣が指定されたことも背景に、国内外からサイクリストの訪れる日本の人気のコースの
発着地の町として盛り上がりを見せている。

○ 2021年からは、行政や民間、地域で連携して実行委員会を組織し、｢LAKE BIWA TRIATHLON｣と題してトライアスロン大会を３年連続で開催。この大
会は琵琶湖や美しい田園風景をコースとし、コンセプトを『最高の挑戦、全員が主役』と掲げ、スポーツの素晴らしさを伝えることはもちろん、大会開催が人の挑
戦を受け入れ、ダイバーシティ＆サステナブル実現につながる点にも注力していることが特⾧。

○参加者数は年々増加し、業界で有名なトライアスリートはもちろん、老若男女、国内外から多様な世代に参加いただくほか、重い病気を抱える方や義足
の選手といった、他の大会では参加が難しかった方々も安全に参加できる仕組みを整備。

○特に環境意識の高い県民性を有する滋賀県での開催を受け、市と大会、協賛企業が連携して輸送効率化や競技実施時のゴミ削減などのサステナブルな活
動を推進したことで、選手、地元、企業等から参画してよかった、また来年度も参加したいと高く評価を受けている。

○現在、2024年10月20日の第４回大会開催に向け、官民、そして地域を挙げて取り組んでいる。 2025年には、滋賀県では国体、関西では大阪万博を控
えるなか、こうした機会も活かしながら、国内外に誇るトライアスロン大会の実現と、関わる全ての人々にとって｢最高の挑戦、全員が主役｣を実現、さらには守山
市、滋賀県から自転車・スポーツの魅力拡大に向け、引き続き取り組んでいる。

取組の概要

優秀賞（自治体部 ）

（令和５年度）



スポーツによる地域活性化・まちづくりコンテンツ創出等総合推進事業
令和５年度予算額 190,534千円

（前年度予算額 200,000千円）

スポーツと旅行・観光を掛け合わせた「スポーツツーリズム」等を通じ交流人口の拡大により地方創生・ま
ちづくりを推進するため、「日本らしいスポーツホスピタリティ」を取り入れた、高付加価値コンテンツの創出
に向けた取組をモデル的に支援するほか、ポストコロナを見据えスポーツツ―リズム・ムーブメントの創出
を積極的に推進する。

スポーツによる地方創生・まちづくりへ

スポーツの力を「活用」し、様々な地域課題を解決

②スポーツツーリズム・ムーブメントの創出による
自走化の促進

DXを活用したプロモーションを実施

①武道等の地域スポーツ資源を活用した
スポーツツーリズムコンテンツの創出

日本の特色ある自然・文化等を活かした、国内外旅行者から選ばれるスポーツツーリズム等の
優良コンテンツを創出するため、重点分野の「武道」を中心に、アウトドアスポーツ・アーバンスポ
ーツも含めたテーマ別に実証モデルの選定、実施と効果検証等を行う。※16,000千円×6事業想定

（取組例②）アウトドアスポーツツーリズム
「スノースポーツ」、「登山・ハイキング・トレッキング」、
「ウォーキング」など、景観や自然環境、地域の生活
等を有機的に連携させた、広域コンテンツを創出。

（取組例①）武道ツーリズム
日本発祥の武道と歴史・文化等を融合させた
稀少性の高い体験コンテンツを創出。

※日本らしいスポーツホスピタリティ
「する・みる・ささえる」スポーツを行う人々が、そこに「あつまる」ことで、こ
れまで以上に「より良く楽しむ」ことを可能とする取組・行為全般を示す
概念。
（「経済財政運営と改革の基本方針2022」第２章より）

特に令和５年度においては、ポストコロナを見据え、デジタル技術を活用したスポーツツーリズム
のプロモーションをより一層推進するとともに、プロモーションを通じて収集したデータを分析の
上、担い手（地域SC、観光協会等）へ提供し、担い手による利活用を促進することで、ス
ポーツツーリズムの自走化を促進する。

合わせて、
・ スポーツ・健康まちづくりを進める自治体に対する⾧官表彰の実施
・ 観光庁・文化庁・スポーツ庁で連携して取り組む「スポーツ文化ツーリズム」等のシンポジウムの開催
・ 武道ツーリズムの体験が可能な武道場のデータベース利活用促進や、担い手同士のネットワーク構築

等に要する費用を計上。

PRコンテンツ内容の充実

アクセスの増加
アクセスデータを分析し、提供

スポーツツーリズムの
取組加速、自走化

デジタル技術を活用した効果的な広告
によるプロモーション強化

担い手（地域SC等）
によるデータの利活用

プロモーションを通じて需要データを
収集、分析し、スポーツツーリズムの

担い手へ提供

セミナー開催など通じ
データの利活用促進
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社会全体としての国民運動へ

○企業・団体・自治体への参画の呼びかけ
○社員・住民の健康づくりのためのリーフレットやポスターの提供
○大臣表彰「健康寿命をのばそう!アワード」
○「健康寿命をのばそう!サロン」による参画団体の交流と好事例の横展開

厚 生 労 働 省

社内啓発や消費者への啓発活動に利用するロゴマー
クの使用（パンフレットやホームページなど）

→ 企業等の社会貢献と広報効果

社員・住民の健康づくり、禁煙や受動喫煙防止の
呼びかけ、検診・健診促進のためのポスター等に
よる啓発 → 社員・住民の健康意識の向上・促進

＜事業イメージ＞

・フィットネスクラブ
・食品会社

等

・メディア
・外食産業

企業・団体
自治体＜健康寿命をのばそう!アワードトロフィー＞

○背景:高齢化の進展及び疾病構造の変化を踏まえ、特定健診等により生活習慣病等を始めとした疾病を予
防・早期に発見することで、国民の健康寿命の延伸と健康格差の縮小を図り、健やかで心豊かに生活
できる活力ある社会を実現することが重要である。

○目標:「適度な運動」「適切な食生活」「禁煙」「健診・検診の受診」をテーマに、健康づくりに取り組む
企業・団体・自治体を支援する「スマート・ライフ・プロジェクト」を推進。個人や企業の「健康意
識」及び「動機付け」の醸成・向上を図り、社会全体としての国民運動へ発展させる。

国民や企業への健康づくりに関する新たなアプローチ

＜スマート・ライフ・プロジェクト＞ 参画団体数 8,094団体(R5.3.31現在)
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安全性の高い自転車の普及の促進①
高い安全性を備えた自転車の普及促進

22

（指標）自転車の安全基準に係るマークの普及率

【指標の定義】国内販売向けに製造・輸入された自転車の合計
台数における、自転車の安全基準に係るマーク（BAA、SG、
JIS）の合計枚数の割合

【実績値（直近の数値）】 35.2％（令和４年度）

【目標値】 45％（令和７年度）

安全性の高い自転車の普及に係る取組の状況

 ISOとの整合化のため自転車に関するJISの主要規格（JIS D 9301など）について改定の
ための審議を実施。

 自転車の安全基準に係る各マーク（BAA,JIS、SG）についてそれらの関係性を整理した広
報物を関係団体のHPに掲載するなどして消費者に対する情報提供を実施。

 引き続き、各基準の整合化、消費者への情報提供が行われるよう、関係団体に働きかけを実
施。

39.8% 34.0% 34.2% 35.2%

0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

自転車の生産及び輸入台数 安全マーク配布率

出典：生産動態統計、貿易統計等より車両室作成

（単位：％） （単位：台）

⚫ 自転車が備えるべき安全性に関する品質基準について、国民に分かりやすく示し、高い安全性を備えた自転車
の普及を促進する。【実施すべき施策14 （目標４自転車事故のない安全で安心な社会の実現）】

（一社）自転車協会によるBAAマークの広報



安全性の高い自転車の普及の促進②
高い安全性を備えた自転車の普及に必要な人材である自転車技士の増加

（指標）自転車技士の資格取得者数

【指標の定義】自転車の組立等に関する専門的な知識を有する自転車技士の資格取得者数

【実績値】 令和３年度～令和５年度 ２，５３０人
令和３年度 ９７６人
令和４年度 ７８８人
令和５年度 ７６６人

【目標値】 計４，９００人（令和３年度～令和７年度）

自転車技士等の自転車安全性に係る人材の知識・技術の向上の促進に係る取組の状況

 一般財団法人日本車両検査協会が実施する自転車技士試験に対し後援により支援。

 自転車技士試験については、令和２年度に実施した試験の受験要件の緩和状況を踏まえつつ、更なる見直しの要否も含めた
検討が行われるよう働きかけを行った。引き続き、自転車技士資格取得者増加のための普及広報に努めるとともに、自転車技
士受験者の技能向上・負担軽減に向けた方策の検討を行うよう、働きかけを行う。

 身体に合った自転車選びをアドバイスする人材（一般社団法人自転車協会のBAAアドバイザー及びSBAA PLUS認定者
等）を通じ、消費者に対して適切な自転車の購入を支援する。

一般社団法人自転車協会によるＢＡＡアドバイザー及びSBAA PLUSの資格試験等実績（令和6年1月時点）
BAAアドバイザー認定者 累計2178名、 SBAA PLUS資格者 累計 900名

⚫ 自転車の安全な利用に寄与する人材の知識・技術の向上を促進し、より安全な自転車の点検整備を促進する
ための広報啓発等の取組を促進する。

【実施すべき施策16 （目標４自転車事故のない安全で安心な社会の実現）】

23

（一財）日本車輌検査協会による広報
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特集

日本は、国土の７割が森林で、地域毎に多様な植生が彩る世界有数の森林大国です。
　この豊かな森林空間を活かして、魅力的な体験プログラムを提供する山村地域が、全国に続々
と誕生しています。
今回の特集では、森林空間の活用により、人も企業も山村も森も元気にする「森林サービス
産業」について紹介します。

「森林サービス産業」の拡がり
森林空間利用による山村振興とウェルビーイングの実現

写真上：森のヨガ（写真提供：滋賀県栗東市地域）　 
写真左下：マウンテンバイク（写真提供：長野県伊那市地域）  写真右下：森での社員研修（写真提供：TDKラムダ株式会社）

3 2024.2 No.203 林野

togashi-k2v3
テキストボックス
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「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」と
は
、
健
康
、
観
光
、

教
育
な
ど
様
々
な
分
野
で
、
豊
か
な
森
林
空

間
を
活
用
し
た
体
験
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

山
村
地
域
に
新
た
な
雇
用
と
所
得
機
会
を
生

み
出
す
産
業
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、森
林
空
間
を
利
用
し
た
取
組
は
、

自
然
愛
好
者
や
ス
キ
ー
客
等
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
た
ハ
ー
ド
整
備
が
中
心
で
し
た
が
、
近
年

で
は
、
旧
来
型
の
利
用
が
減
る
一
方
、
健
康
、

観
光
、
教
育
等
の
分
野
で
、
森
林
空
間
を
活
か

し
た
新
た
な
取
組
が
拡
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
林
野
庁
と
（
公
社
）
国
土

緑
化
推
進
機
構
等
は
、
２
０
１
８
、
２
０
１

９
年
度
に
、
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
、
高

付
加
価
値
型
の
森
林
空
間
利
用
を
産
業
と
し
て

成
立
さ
せ
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
、「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
の
展
開
方
向
に
関

す
る
報
告
書
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

報
告
書
を
踏
ま
え
て
、
林
野
庁
で
は
、「
森

林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
の
展
開
に
向
け
て
、
現

地
で
の
エ
ビ
デ
ン
ス
収
集
、
森
林
サ
ー
ビ
ス

産
業
に
取
り
組
む
山
村
地
域
に
関
す
る
情
報

発
信
、
企
業
と
山
村
地
域
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
と
は

林
野
庁
で
は
、（
公
社
）
国
土
緑
化
推
進
機

構
と
連
携
し
な
が
ら
、
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業

に
取
り
組
む
山
村
地
域
を
「
森
林
サ
ー
ビ
ス

産
業
推
進
地
域
」
と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
１
月
末
現
在
で
、
全
国
の
50
地

域
を
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

既
に
26
地
域
で
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
提

供
が
始
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
20
地
域
は
、

森
林
セ
ラ
ピ
ー
Ⓡ

、
ク
ア
オ
ル
ト
Ⓡ  

健
康

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
等
の
健
康
分
野
、
18
地
域
は

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
Ⓡ

等
の
観
光
分
野
、
21
地
域
は

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
や
森
林
環
境
教
育
な

ど
教
育
分
野
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
は
、
複
数

分
野
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
健
康
分
野
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
合
わ
せ
て
、
宿
泊
施
設
が
癒
し
を
意
識
し

た
宿
泊
プ
ラ
ン
を
提
供
し
、
飲
食
店
が
地
産

地
消
の
食
材
を
用
い
た
弁
当
を
販
売
す
る
な

ど
、
複
数
の
事
業
者
が
連
携
す
る
地
域
も
み

ら
れ
ま
す
。

　

次
に
、
健
康
分
野
、
観
光
分
野
、
教
育
分

野
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
特
徴
的
な
地

域
を
紹
介
し
ま
す
。

森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
推
進
地
域

新
た
な
森
林
空
間
利
用
の
意
義
や

推
進
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、

本
誌
２
０
２
０
年
９
月
号
で
、

詳
し
く
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
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長
野
県
信
濃
町
地
域
は
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
Ⓡ

を
提
供
す
る
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
」
の
認

定
を
受
け
て
お
り
、「
癒
し
の
森
Ⓡ

事
業
」
と

し
て
、
町
独
自
で
育
成
・
認
定
し
た
「
森
林

メ
デ
ィ
カ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
」
や
「
癒
し
の
森

の
宿
」
が
、
森
林
の
癒
し
効
果
を
高
め
る
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
地
元
食
材
を
使
っ
た
食
事

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
関
係

団
体
が
連
携
し
て
、
顧
客
窓
口
と
な
る
「
し

な
の
町W

oods-Life Com
m
unity

」
を

設
立
し
て
、
企
業
の
社
員
研
修
や
福
利
厚
生

等
の
受
け
入
れ
を
進
め
て
い
ま
す
。
２
０
２

３
年
12
月
現
在
で
、
39
の
企
業
等
と
協
定
を

締
結
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年
に
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
の
協
働
に
よ
り
、
法
人
向
け
の
貸
し
切

り
型
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
施
設
「
信
濃
町
ノ
マ

ド
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」
を
オ
ー
プ
ン
し
て
、

自
然
の
中
で
も
都
会
と
同
様
に
仕
事
を
で
き

る
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

社
員
の
健
康
づ
く
り
（
健
康
分
野
）

　

神
奈
川
県
小
田
原
市
地
域
で
は
、
株
式
会
社

T-Forestry

が
中
心
と
な
り
、「O

D
A
W
A
RA
 

FO
REST BA

SE

」
と
し
て
、
森
の
中
を
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
で
走
行
す
る
フ
ォ
レ
ス
ト
バ

イ
ク
、
樹
齢
３
０
０
年
の
ス
ギ
の
大
木
が
点

在
す
る
森
の
中
で
冒
険
・
展
望
が
味
わ
え
る

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
Ⓡ

、
キ
ャ
ン
プ

場
や
Ｂ
Ｂ
Ｑ
場
等
が
あ
る
「
い
こ
い
の
森
」

な
ど
、
多
様
な
ネ
イ
チ
ャ
ー
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

多
様
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
提
供（
観
光
分
野
）

写真提供：長野県信濃町地域写真提供：同右写真提供：神奈川県小田原市地域

滝の前で深呼吸信濃町ノマドワークセンターフォレストバイク
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施
設
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
同
社
は
、
江
戸

時
代
か
ら
続
く
林
家
で
あ
る
「
辻
村
農
園
・

山
林
」
が
、
自
社
が
所
有
す
る
森
林
を
多
様

に
活
用
す
る
た
め
、
設
立
し
た
企
業
で
す
。

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
Ⓡ

に
は
年
間

１
５
，０
０
０
人
、
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
イ
ク
に

は
年
間
５
，０
０
０
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

群
馬
県
長
野
原
町
地
域
に
あ
る
「
有
限
会

社
き
た
も
っ
く
」
は
、
年
間
宿
泊
者
数
10
万

人
に
上
る
日
本
有
数
の
キ
ャ
ン
プ
場
「
北
軽

井
沢
ス
イ
ー
ト
グ
ラ
ス
」
を
運
営
し
て
い
ま

す
。
同
社
は
、
１
９
９
４
年
に
浅
間
山
麓
の

荒
地
に
木
を
植
え
て
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
経
営

を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
社
員
の
通
年

雇
用
・
キ
ャ
ン
プ
場
の
冬
期
営
業
の
た
め
に

コ
テ
ー
ジ
に
薪
ス
ト
ー
ブ
を
設
置
し
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
薪
ス
ト
ー
ブ
施
工
販
売
や

薪
製
造
を
開
始
し
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
に

キ
ャ
ン
プ
場
経
営
か
ら
企
業
研
修
へ（
教
育
分
野
）

は
、
地
域
の
薪
炭
林
２
４
０
ha
を
取
得
し
て

林
業
経
営
も
始
め
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
に
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
経
営
で

の
経
験
を
活
か
し
て
、企
業
向
け
宿
泊
型
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
施
設
「
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
」
を

開
設
し
ま
し
た
。
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
で
は
、

薪
ス
ト
ー
ブ
や
焚
き
火
を
囲
ん
で
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
協
働
作
業
と
し
て
の
か
ま
ど
で

の
炊
事
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
と
も

に
、同
社
の
六
次
産
業
化
事
業
の
現
場
ツ
ア
ー

も
受
講
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
社
員
研
修

の
場
、
社
内
の
人
間
関
係
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
内
容
を
深
め
る
場
等
と
し
て
企
業
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

ＴＡＫＩＶＩＶＡ

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
森
で
の
取
組
は
、「
社
員
を
大
切
に

す
る
企
業
」
と
し
て
の
企
業
イ
メ
ー
ジ
形
成

を
通
じ
て
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
に
つ
な
が

る
と
と
も
に
、
オ
フ
ィ
ス
で
は
得
ら
れ
な
か
っ

た
新
た
な
視
点
や
発
想
の
気
づ
き
に
も
つ
な

が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
山
村
の
活

性
化
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
に
も
つ
な
が
り
、

社
員
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
実
現
と
社
会
的

な
貢
献
を
同
時
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
に
、
保
健
指
導
や
社
員
研
修
、
福
利
厚

生
に
森
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
て
い
る

企
業
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
の
大
き
な
需
要
先

の
１
つ
が
企
業
で
す
。
企
業
は
、
森
で
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
り
、
社
員
の
健
康
づ
く
り
や
、

企
業
に
よ
る
森
で
の
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
活
用

　

太
陽
生
命
保
険
株
式
会
社
は
、
２
０
１
６

年
に
、
ク
ア
オ
ル
ト
Ⓡ
（
療
養
地
）
に
よ
る
地

域
振
興
に
取
り
組
む
山
形
県
上
山
市
と
連
携

協
定
を
締
結
し
て
、
同
市
で
生
活
習
慣
病
リ

ス
ク
の
高
い
従
業
員
に
対
す
る
宿
泊
型
新
保

健
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

保
健
指
導
に
は
、
通
常
の
健
康
講
話
等
に

加
え
、
森
で
の「
ク
ア
オ
ル
ト
Ⓡ

健
康
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
」
や
地
産
地
消
の
料
理
を
組
み
込
ん

で
い
ま
す
。
日
常
の
行
動
変
容
を
促
す
た
め
、

宿
泊
指
導
後
も
、
上
山
市
の
専
門
家
が
電
話

等
で
６
ヵ
月
間
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
参
加
者
の
体
重
や
腹
囲
が
減

少
す
る
な
ど
、
生
活
習
慣
病
リ
ス
ク
の
低
減

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
社
員
か
ら
は
、

「
自
然
豊
か
な
環
境
下
で
自
分
の
健
康
を
見
つ

で
い
ま
す
。
日
常
の
行
動
変
容
を
促
す
た
め
、

宿
泊
指
導
後
も
、
上
山
市
の
専
門
家
が
電
話

等
で
６
ヵ
月
間
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
体
重
や
腹
囲
が
減

生
活
習
慣
病
リ
ス
ク
の
低
減

参
加
し
た
社
員
か
ら
は
、

「
自
然
豊
か
な
環
境
下
で
自
分
の
健
康
を
見
つ

宿
泊
型
保
健
指
導
に
森
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用

写真提供：群馬県長野原町地域

現場ツアー

写真提供：同上

脂質・血圧・血糖値・腹囲等に基づき、生活習慣病リスクが高い職員等を選定。
健康ウオーキング参加後、行動目標の実施状況や体重、腹囲を６か月間管理し生活習慣病を予防。
目標達成に向け、電話等で６か月間サポートを実施。

健康プログラム、体重等の変化
め
直
す
機
会
を
得
た
」「
主
食
・
主
菜
・
副
菜

の
揃
っ
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
摂
る
こ
と

の
大
切
さ
や
運
動
指
導
等
を
学
び
、
大
変
有

意
義
で
あ
っ
た
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

出典）太陽生命保険株式会社資料
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Ｉ
Ｔ
企
業
の
ア
ル
フ
ァ
テ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

は
、社
員
の
交
流
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
目
的
に
、

長
野
県
小
海
町
で
社
員
研
修
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
社
員
は
、
滞
在
中
、
町
が
独
自
に
認
定
し

て
い
る
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
案
内
に
よ
り
、
豊
か
な

森
林
が
広
が
る
自
然
の
中
で
五
感
を
開
く
セ
ラ

ピ
ー
ウ
ォ
ー
ク
を
行
う
と
と
も
に
、
町
職
員
と

の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
焚
き
火
を
囲
ん
だ
仲

間
と
の
交
流
も
行
っ
て
い
ま
す
。
研
修
以
外
に
、

若
手
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
経
営

方
針
発
表
会
な
ど
で
も
小
海
町
を
会
場
と
し
て

活
用
し
て
い
ま
す
。
既
に
社
員
の
半
分
以
上
が

小
海
町
を
訪
問
し
て
お
り
、
社
員
共
通
の
話
題

が
で
き
た
こ
と
で
仲
間
意
識
の
醸
成
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

森
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
社
員
交
流

　

森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、

個
人
や
企
業
等
で
す
が
、
今
後
は
、
海
外

か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
拡
大
も
期

待
で
き
ま
す
。
特
に
、
海
外
で
は
、
最
近
、

Shinrin-yoku

やFo
rest B

ath
in
g

と
し

て
、
日
本
発
祥
の
「
森
林
浴
」
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
は
、「
一
般
社
団
法
人
森
と

未
来
」
が
、
米
国
の
森
林
浴
ガ
イ
ド
育
成
団

体
と
連
携
し
て
、
日
本
で
の
森
林
浴
ツ
ア
ー

を
実
施
し
ま
し
た
。
同
ツ
ア
ー
に
は
、
７
カ

国
か
ら
23
名
が
参
加
し
、
日
本
の
森
や
木
の

文
化
を
学
び
つ
つ
、
長
野
県
上
松
町
「
赤
沢

自
然
休
養
林
」
や
東
京
都
奥
多
摩
町
「
登
計

ト
レ
イ
ル
」
で
の
森
林
浴
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
日
本
の
森
は
と
て
も
美
し

く
、赤
沢
の
ヒ
ノ
キ
の
香
り
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
」

「
日
本
人
と
森
の
文
化
は
と
て
も
奥
深
く
、も
っ
と

学
ん
で
み
た
い
」
等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
可
能
性

　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｎ
グ
ル
ー
プ
健
康
保
険
組
合

は
、
健
康
保
険
加
入
者
の
健
康
づ
く
り
や
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
予
防
と
し
て
、
加
入
事
業
所

が
研
修
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
で
森
林
セ

ラ
ピ
ー
Ⓡ

を
実
施
す
る
場
合
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー

基
地
等
の
受
入
側
と
の
調
整
や
費
用
補
助
等

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
加
入
者
が
森
林
セ
ラ
ピ
ー
Ⓡ

を
利
用

し
や
す
い
よ
う
、
長
野
県
信
濃
町
、
小
海
町
、

木
曽
町
、
兵
庫
県
宍
粟
市
等
に
あ
る
保
養
施

設
等
と
利
用
契
約
を
締
結
し
て
お
り
、
加
入

者
が
森
林
セ
ラ
ピ
ー
Ⓡ

や
宿
泊
の
利
用
を
す

る
場
合
、
費
用
の
一
部
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
か
ら
は
、「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
Ⓡ

を
体
験

し
て
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
で
き
た
」
等

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
予
防

　

林
野
庁
で
は
、昨
年
10
月
か
ら
、「
森
林
サ
ー

ビ
ス
産
業
推
進
地
域
」
に
登
録
さ
れ
た
各
地

域
に
つ
い
て
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
近
隣
施

設
等
の
特
徴
を
と
り
ま
と
め
た
紹
介
シ
ー
ト

を
作
成
し
、
順
次
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
他
省
庁
事
業
も
含
め
て
森
林
サ
ー

ビ
ス
産
業
の
推
進
に
活
用
可
能
な
補
助
事
業

を
と
り
ま
と
め
た
一
覧
表
を
作
成
し
、
活
用

事
例
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
７
日
に
は
、
東
京
都
内
に
お
い
て
、

推
進
地
域
の
関
係
者
や
森
で
の
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
活
用
に
関
心
の
あ
る
企
業
等
を
対
象

と
し
た
「
山
村
と
企
業
を
つ
な
ぐ
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
開
催
し
、
同
地
域
と
企
業
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
機
会
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
企
業
に
対
し
て
、
森
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
活
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

ヒ
ア
リ
ン
グ
も
行
っ
て
い
ま
す
（
今
年
度
末

に
結
果
を
公
表
予
定
）。

　

林
野
庁
で
は
、
今
後
も
、
積
極
的
な
情
報

発
信
等
を
通
じ
、
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
普

及
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、

個
人
や
企
業
等
で
す
が
、
今
後
は
、
海
外

か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
拡
大
も
期

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
可
能
性

　

林
野
庁
で
は
、昨
年
10
月
か
ら
、「
森
林
サ
ー

ビ
ス
産
業
推
進
地
域
」
に
登
録
さ
れ
た
各
地

林
野
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
創
出
・

推
進
」

写真提供：アルファテックス株式会社

写真提供：ＴＯＰＰＡＮグループ健康保険組合

セラピーウォーク

森林セラピーⓇ

写真提供：（一社）森と未来

森林浴ツアー

森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
拡
大

に
向
け
た
林
野
庁
の
取
組
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